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11
月
6
日
（
金
）
に
、
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

生
物
工
学
科
2
年
の
岡
島
葉
央

さ
ん
が
考
案
し
た
「
み
ん
な
で
吹

か
せ
ろ 

農
芸
の
風 

み
ん
な

で
燃
や
せ 

農
芸
魂
」
。
書
道
部

の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
皮

切
り
に
ス
テ
ー
ジ
部
門
の
発
表

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
部

門
9
団
体
、
展
示
部
門
11
団
体

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
部
門
で
は
、
ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
、

映
像
作
品
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
、
演
劇
、
串
木
野
高
等
学
校
と

本
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同

演
奏
、
展
示
部
門
で
は
、
砂
や
黒

板
を
使
っ
て
の
ア
ー
ト
作
品
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
空
間
演
出
、
授
業

作
品
や
委
員
会
等
の
活
動
の
展

示
、
さ
ら
に
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。
幕
間
で
は
、
歌
や
芸
も

披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
、
生
徒
・
職
員
だ
け
の

規
模
を
縮
小
し
た
文
化
祭
で
し

た
が
、
生
徒
会
を
中
心
に
、
各
団

体
が
趣
向
を
凝
ら
し
団
結
し
て

取
り
組
め
た
文
化
祭
と
な
り
ま

し
た
。 

10
月
21
日
、
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ

リ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
、

1
年
生
を
対
象
に
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
講
義
と
実
演
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
農
業
と
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先
端
技
術
を
活
用

し
て
超
省
力
・
高
品
質
生
産
を
実

現
す
る
新
た
な
農
業
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
27
回
鹿
児
島
県
高
校
写
真

展
の
大
賞
に
、
654
点
の
応
募
の
中

か
ら
本
校
生
物
工
学
科
3
年
の

春
田
雄
輝
さ
ん(

谷
山
中
出
身)

の
「
通
学
路
の
守
り
神
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
大
賞
作
品
は
、
12
月

16
日
～
22
日
に
、
鹿
児
島
市
の

宝
山
ホ
ー
ル
の
写
真
展
で
見
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。 
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10
月
30
日
、
志
學
館
大
学
の

山
喜
高
秀
先
生
に
思
春
期
の
心

と
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
「
心
の
器
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
思
春
期
ま
で
の
心
の

器(

土
台)

の
出
来
方
、
人
と
の
接

し
方
、
ス
ト
レ
ス
と
の
向
き
合
い

方
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

(

生
徒
の
感
想
文
よ
り) 

･

成
長
す
る
過
程
で
心
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
く
か
深
く
理

解
で
き
た
。 

･

無
理
に
周
り
に
合
わ
せ
ず
、
一

人
で
気
楽
に
し
て
い
い
ん
だ
と

思
っ
た
。 

･

相
手
の
存
在
を
否
定
し
な
い
と

い
う
言
葉
が
胸
に
刺
さ
っ
た
。 

･

話
が
合
わ
な
い
人
で
も

存
在
を
認
め
合
う
こ
と

が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。 

 

9
月
末
か
ら
、
鹿
児
島
国
際
大

学
2
年
生
ゼ
ミ
で
行
っ
て
い
る

「
食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
本
校

生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
交
流
を

深
め
、
11
月
に
は
、
大
学
生
が
開

発
し
た
お
弁
当
の
大
学
内
外
で

の
販
売
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
ほ
と
ん
ど
大

学
生
と
の
接
点
が
な
い
こ
と
か

ら
、
今
回
の
経
験
で
多
く
の
こ
と

を
吸
収
で
き
た
よ
う
で
す
。 

公
益
社
団
法
人
中
央
畜
産
会
の

畜
産
映
像
情
報
提
供
事
業
で
、
本

校
の
畜
産
部
の
活
躍
が
配
信
さ

れ
て
い
ま
す
。 

が
ん
ば
る
！
畜
産
！
４ 

検
索 

 
 

                  

  

 

12
月
に
な
り
ま
し
た
。
「
師

走
」
。
語
源
は
定
か
で
は
な
い
よ

う
で
す
が
、
走
と
い
う
漢
字
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
な
ん
だ

か
せ
わ
し
な
く
感
じ
る
時
期
で

す
。 2020

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
想
像
す
ら
し
な
か

っ
た
年
で
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
か
ご

し
ま
国
体
が
延
期
さ
れ
、
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
学
校
も
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
学
校

行
事
の
縮
小
や
中
止
も
あ
り
ま

し
た
。 

                

で
す
が
、
そ
れ
で
も
時
間
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、
同
じ
よ
う
に
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
状

況
の
中
で
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
出
来
た
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
休
校
の
期
間
、
予
算

1,000
円
で
家
族
3
人
分
の
夕
食
を

作
る
男
子
高
校
生
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
予
算
の
残

金
は
お
小
遣
い
に
な
る
よ
う
で
、

56
日
間
で
2
万
円
近
く
を
残
し

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
料
理
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
で
は
趣

味
の
1
つ
に
な
っ
た
と
か
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
出
来
た
1
年
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。 

編
集
後
記 

 

 

 

 

12 月の農芸市場は，1，8，22 日火曜日です。 

販売時間：14:30 ～ 

※ 15 日は休み。 

※ 1 月は 12 日から開始予定です。 

販売物 

＜野 菜＞ 

・ブロッコリー，カリフラワー 各 100 円 

トマト 150 円，ジャガイモ 100 円予定 

サトイモ 200 円，ヤマイモ 400 円／kg 他 

＜卵＞ 

・M サイズ 200 円，L サイズ 220 円 

＜果樹＞ 

・温州ミカン 200 円 

＜加工品＞              

・豚味噌 他 缶類各 250 円，瓶類各 200 円 

・梅エキス 1,000 円 その他  

＜鉢花＞ 

・シクラメン 4～6 号鉢 未定，ポインセチア 400 円 

＜花苗＞ 

・パンジー，ビオラ，ハボタン 各 50 円 

 

お知らせ 

 花苗は農場にて随時販売しています。 

 

ご来校、お待ちしております。 

農芸市場だより 

「心
の
器
」講
演
会 

食
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

が
ん
ば
る
！
畜
産
！ 


